
 

目 次 

 

第 1 部 総論 

 

第 1 章 計画の策定にあたって      １ 

第 1 節 計画策定の目的         １ 

第 2 節 計画の性格           １ 

第 3 節 計画の構成および期間      ２ 

第 2 章 まちづくりの背景と課題      ３ 

 第 1 節 低成長下の社会と、国・地方自治体の財政難   ３ 

 第 2 節 地方分権の進展      ３ 

 第 3 節 少子高齢化と人口減      ３ 

 第 4 節 地球温暖化と二酸化炭素（CO２）排出削減   ４ 

 第５節 国際化・グローバリゼーションの展開       ４ 

 第６節 情報化の展開      ４ 

 

 

第２部 基本構想 

  

序 章 計画策定の趣旨及び期間      ６ 

第１節 基本構想の意義      ６ 

第２節 基本構想の目標年度と将来人口     ６ 

 第１章 まちづくりの基本理念      ６ 

 第２章 まちづくりの将来像      ７ 

  第１節 まちの将来像      ７ 

  第２節 まちづくりのテーマ      ８ 

  第３節 まちづくりの視点      １１ 

 第３章 まちづくりの指標      １２ 

  第１節 人口及び世帯数      １２ 

 第４章 土地利用構想       １３ 

 第１節 土地利用の基本的な考え方     １３ 

第３節 用途別土地利用の方針      １３ 



 

 

 

 

第５章 施策の体系       １７ 

第６章 施策の大綱       １７ 

 第１節 生涯と生活（当事者の視点）     １７ 

     （１）幼年期    （０～６歳）    １７ 

（２）学童期・思春期（７～１８歳）    １８ 

（３）青年期・壮年期（１９～３９歳）   １９ 

（４）中年期    （４０～６４歳）   ２０ 

（５）高年期    （６５歳～）    ２０ 

  第２節 地域と生活（社会環境の視点）    ２１ 

（１）家庭       ２１ 

      （２）近隣地域      ２２ 

      （３）都市環境      ２３ 

      （４）広域連携      ２４ 

      （５）地域産業      ２５ 

      （６）自然環境      ２７ 

  第３節 行政と生活（自治の視点）     ２８ 

（１）行政運営      ２８ 

      （２）財政運営      ２９ 

      （３）住民自治      ２９ 


